










歴史を⽣かした
まちづくり要綱

横浜歴史資産
調査会

歴史的景観
保全委員

専⾨家による調査

歴史的建造物の登録

歴史的建造物の認定
改修等に対する助成

歴史的・景観的・建造物的に
⾼い価値を有する

◆特に⾼い価値を有する
◆所有者の同意を得る
◆歴史的景観保全委員の意⾒を得る
◆「保全活⽤計画」を作成





「歴史を生かしたまちづくり」は、横浜の歴史を象徴する建造物を歴史資産として捉え、まちの個性・魅力に転じていくことを目指しています。
横浜市において都市デザインの取組を始めた初期は個別の歴史資産の保全活用を行っていましたが、全市の総合調査や検討を踏まえ、
保全と活用・広報普及を一体で行う体制を構築しました。

東京のベッドタウンと
しての需要が高まる中、
急速な人口増加と共に
開発が進みました。

たが、二度の被災（震
災・戦災）により、数多く
の歴史資産が失われて
しまいました。

『文化財』として国に指定等され
るものが少なかった

「歴史を生かしたまちづくり」の施策化に
向けて検討開始



※本稿は「都市デザイン横浜　個性と魅力あるまちをつくる（2022｜企画・編集：横浜都市デザイン50周年事業実行委員会、横浜市都市整備局｜発行：BankART1929）」に掲載された図版に
一部加筆修正を行ったものです。

都心部の空室率上昇、歴史資産の滅失等の課題を
受け、旧第一銀行横浜支店の活用を機に、歴史資産
と文化・芸術など創造的な活動を組み合わせる創造
都市施策を展開。

整備を行いました。











横浜の歴史に触れ、知り、楽しむ場づくり

方針１

歴史資産の調査と
情報共有

施策１

歴史文化との
タッチポイントづくり

施策２

新たな「歴史資産」の
保全活用の検討

施策３



歴史的建造物の継承と活用の促進
方針2

旧きと新しきが混ざり合う、横浜らしさを体感できるまち

歴史資産の活用促進

施策２

保全・継承に向けた支援

施策１

基本理念






